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神

代

①

天

照

大

神

天

皇

陛

下

の

御

祖

先

の

天

照

大

神

は

、

伊

勢

の

皇

大

神

宮

を

初

め

て

日

本

全

國

に

お

祀

り

し

て

あ

る

。

我

が

那

加

村

で

は

、

西

市

場

の

村

社

神

明

神

社

、

そ

の

他

多

く

の

神

社

に

合

祀

し

て

あ

る

。

②

手

力

男

命

・

手

力

雄

命

那

加

村

中

の

氏

神

郷

社

手

力

神

社

に

は

、

天

照

大

神

を

天

岩

屋

か

ら

お

出

し

申

に

手

柄

の

あ

つ

た

、

手

力

雄

尊

を

お

祀

り

し

て

あ

る

。

③

伊

弉

諾

尊

と

伊

弉

冉

尊

此

の

二

神

は

天

照

大

神

の

ご

両

親

で

、

初

め

て

我

國

を

お

つ

く

り

な

り

、

天

照

大

神

を

初

め

澤

山

の

神

々

を

お

産

み

下

さ

つ

た

方

で

あ

る

。
本

村

で

は

前

野

の

村

社

白

山

神

社

に

お

祀

り

し

て

あ

る

。

④

宇

氣

母

智

神

天

照

大

神

に

お

仕

へ

し

て

食

物

の

事

を

司

ら

れ

た

宇

氣

母

智

神

は

、

豊

宇

氣

姫

神

、

又

倉

稲

御

魂

神

等

と

申

し

、

伊

勢

の

外

宮

の

外

、

農

業

國

の

我

が

國

で

は

，

所

々

に

稲

荷

神

社

を

建

て

て

お

祀

り

し

、

本

村

で

も

、

多

く

の

神

社

に

合

祀

し

て

あ

る

。

⑤

木

花

開

耶

姫

と

石

長

姫

神

加

納

の

日

吉

神

社

に

お

祀

り

し

て

あ

る

大

山

咋

神

に

、

こ

の

二

姫

が

あ

つ

た

。

妹

の

木

花

開

耶

姫

は

、

其

名

の

様

に

身

心

共

に

大

變

お

美

し

い

方

で

あ

つ

た

の

で

、

天

孫

瓊

々

杵

尊

の

妃

に

御

立
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ち

に

な

つ

た

。

西

市

場

の

神

明

神

社

内

の

富

士

神

社

、

岩

地

の

諏

訪

神

社

内

の

子

守

神

社

に

は

，

此

姫

を

お

祀

り

し

て

あ

り

、

長

塚

の

村

社

村

上

神

社

に

は

，

姉

の

石

長

姫

を

お

祀

り

し

て

あ

る

。

⑥

素

戔

嗚

尊

天

照

大

神

の

御

弟

素

戔

嗚

尊

は

、

山

後

と

前

野

の

村

社

八

幡

神

社

を

初

め

多

く

の

神

社

の

合

祀

し

て

あ

る

。

⑦

大

國

主

尊

素

戔

嗚

尊

の

御

子

大

國

主

尊

は

、

西

市

場

の

無

格

社

金

比

羅

神

社

を

初

め

多

く

の

神

社

に

お

祀

り

し

て

あ

つ

た

が

、

今

は

神

明

神

社

に

合

祀

し

て

あ

る

。

此

の

他

村

内

の

多

く

の

神

社

に

合

祀

し

て

あ

る

。

⑧

事

代

主

尊

大

國

主

尊

の

御

子

事

代

主

尊

は

、
昔

西

市

場

に

市

が

あ

つ

た

頃

、

市

場

の

神

と

し

て

市

神

神

社

に

お

祀

り

し

て

あ

つ

た

が

、

今

は

神

明

神

社

に

合

祀

し

て

あ

る

。

此

の

他

村

内

の

多

く

の

神

社

に

合

祀

し

て

あ

る

。

⑨

建

御

名

方

尊

桐

野

、

岩

地

の

村

社

諏

訪

神

社

に

は

，

大

國

主

尊

の

御

子

、

事

代

主

尊

の

御

弟

建

御

名

方

尊

が

お

祀

り

し

て

あ

る

。

大

和

時

代

①

伊

久

良

河

宮

跡

崇

神

天

皇

の

皇

女

倭

姫

命

は

，

三

種

神

器

を

お

祀

り

す

る

に

ふ

さ

わ

し

い

と

こ

ろ

を

訪

ね

て

、

大

和

の

笠

縫

村

か

ら

，

畿

内
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各

地

を

巡

り

給

う

た

が

、

良

い

地

が

な

く

、

遂

に

美

濃

國

本

巣

川

崎

村

居

倉

に

伊

久

良

河

宮

を

建

て

て

、

奉

安

し

給

ふ

こ

と

四

年

、

さ

ら

に

尋

ね

て

五

十

鈴

川

の

聖

地

に

永

久

に

齋

祀

し

給

ふ

こ

と

と

な

つ

た

。

此

處

を

伊

久

良

河

宮

と

云

ひ

、

倭

姫

命

を

お

祀

り

し

た

天

神

神

社

が

あ

る

。

②

神

宮

の

御

杣

山

伊

勢

大

廟

御

造

営

の

御

用

材

は

、

太

古

よ

り

一

定

の

御

料

林

か

ら

精

選

し

て

お

用

ひ

に

な

り

、

室

町

時

代

か

ら

は

、

美

濃

山

（

木

曽

山

）

を

御

指

定

に

な

つ

て

、

今

日

に

至

つ

て

ゐ

る

。

昭

和

四

年

の

式

年

遷

宮

の

時

は

、

恵

那

郡

の

加

子

母

村

、

長

野

縣

の

御

料

林

か

ら

御

採

用

に

な

つ

た

。

③

弟

彦

公

の

従

軍

日

本

武

尊

は

熊

襲

征

伐

に

お

出

か

け

に

な

る

と

き

、

弓

の

上

手

な

者

を

伴

れ

て

行

か

う

と

思

召

し

て

、

お

尋

ね

に

な

る

と

、

美

濃

國

に

弟

彦

公

が

居

た

。

彼

は

尊

に

従

つ

て

九

州

へ

行

つ

て

功

を

立

て

た

。

④

伊

吹

の

賊

退

治

日

本

武

尊

は

蝦

夷

征

伐

の

帰

路

、

信

濃

か

ら

東

濃

を

経

て

熱

田

に

お

着

き

に

な

つ

た

。

そ

し

て

、

宮

簀

姫

の

御

許

し

に

ば

ら

く

御

滞

在

に

な

っ

た

。
此

処

で

伊

吹

に

賊

の

ゐ

る

こ

と

を

聞

召

し

、

墨

俣

、

府

中

を

通

っ

て

伊

吹

山

の

賊

を

お

討

ち

に

な

つ

た

が

、

途

中

病

に

お

か

か

り

に

な

り

、

退

い

て

大

和

へ

向

か

は

せ

ら

れ

る

途

中

遂

に

伊

勢

の

國

で

お

か

く

れ

に

な

つ

た

。

⑤

美

濃

國

造

の

建

置

神

武

天

皇

以

後

、

代

々

皇

威

の

及

ん

だ

國

に

は

、

國

造

を

お

い

て

お

治

め

に

な

つ

た

。

美

濃

の

國

に

、

皇

威

の

漸

く

輝

く

様

に

な

つ

た

の

は

、

大

體

此

時

代

か

ら

で

あ

る

。

當

時

美

濃

は

、
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前

國

、

後

國

、

牟

義

郡

の

三

野

に

分

か

れ

て

ゐ

た

。

前

國

（

西

濃

）

に

は

、

開

化

天

皇

の

御

代

に

丹

波

道

主

命

の

御

弟

八

瓜

命

が

，

牟

義

郡

（

武

藝

－

東

濃

）

に

は

、

日

本

武

尊

の

御

兄

大

碓

尊

が

そ

れ

ぞ

れ

初

代

の

国

造

と

し

て

任

命

さ

れ

な

さ

つ

た

。

後

國

（

岐

阜

地

方

）

初

代

の

国

造

に

は

、

饒

速

日

命

の

子

孫

で

あ

る

臣

賀

夫

良

命

が

、

成

務

天

皇

（

十

三

）

か

ら

任

命

さ

れ

な

さ

つ

た

。

岐

阜

の

伊

奈

波

神

社

金

神

社

に

は

、

是

等

美

濃

開

発

に

関

係

の

あ

る

方

々

を

お

祀

り

し

て

あ

る

。

柄

山

や

琴

塚

は

此

物

部

氏

の

一

族

中

の

墓

で

は

な

い

か

と

も

い

は

れ

て

ゐ

る

。

尚

飛

騨

へ

は

、

成

務

天

皇

の

御

代

に

大

八

倚

命

が

、

初

代

の

國

造

と

な

つ

て

お

下

り

に

な

つ

た

。

⑥

伊

波

乃

西

神

社

岩

村

岩

田

の

伊

波

乃

西

神

社

に

は

彦

坐

王

を

お

祀

り

し

た

も

の

で

あ

る

。

彦

坐

王

は

開

化

天

皇

の

皇

子

八

瓜

命

の

御

父

で

、

此

の

地

方

の

開

発

に

お

つ

く

し

下

さ

つ

た

方

で

あ

る

。

又

神

社

の

近

く

に

は

王

の

お

墓

が

あ

る

。

⑦

琴

塚

有

名

な

琴

塚

は

、

誰

の

墓

か

は

つ

き

り

し

な

い

が

、

規

模

の

大

き

く

整

つ

て

ゐ

る

事

か

ら,

貴

族

の

墓

と

思

は

れ

る

。

大

變

古

く

、

お

そ

ら

く

景

行

天

皇

の

頃

に

造

ら

れ

た

も

の

だ

ら

う

と

い

は

れ

て

ゐ

る

。

⑧

那

加

村

の

古

墳

琴

塚

の

様

な

大

昔

の

墓

を

古

墳

と

い

つ

て

ゐ

る

。

古

墳

を

発

掘

す

る

と

大

昔

の

人

の

使

つ

て

ゐ

た

色

々

の

物

が

出

て

く

る

。

之

に

よ

つ

て

太

古

の

人

達

の

生

活

を

知

る

事

が

出

来

る

。

美

濃

に

は

西

濃

か

ら

東

濃

に

か

け

て

平

野

と

山

地

の

間

に

古

墳

が

澤

山

あ

る

。

那

加

村

に

も

い

く

つ

か

あ

つ

た

が

、

殆

ど

掘

り

尽

く

さ

れ

、



-郷土史 5 －

今

残

っ

て

ゐ

る

有

名

な

の

は

柄

山

で

あ

る

。

學

校

の

土

器

は

、

農

場

を

開

墾

し

た

時

、

発

掘

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

⑨

柄

山

古

墳

の

型

に

は

、

圓

墳

、

前

方

後

圓

墳

、

方

墳

、

上

圓

下

方

墳

な

ど

が

あ

る

が

、

柄

山

や

琴

塚

は

前

方

後

圓

墳

で

、

此

の

型

の

古

墳

に

は

、

多

く

身

分

の

高

い

方

が

葬

つ

て

あ

る

。

柄

山

は

又

瓦

山

と

も

い

ふ

が

、

そ

れ

は

奈

良

時

代

に

塚

の

東

南

方

で

瓦

を

焼

い

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。

今

も

柄

山

か

ら

瓦

の

破

片

が

澤

山

出

る

。

⑩

應

神

天

皇

と

八

幡

神

社

應

神

天

皇

は

、

御

母

神

功

皇

后

の

御

胎

内

に

あ

つ

て

、

お

生

れ

に

な

ら

な

い

中

か

ら

三

韓

征

伐

を

遊

ば

さ

れ

た

武

勇

な

お

方

だ

と

い

ふ

の

で

、
所

々

の

八

幡

神

社

に

お

祀

り

し

て

あ

る

。

山

後

と

前

野

の

村

社

八

幡

神

社

及

び

山

後

の

無

格

社

奥

之

院

神

社

に

は

天

皇

が

お

祀

り

し

て

あ

る

。

⑪

蘇

原

の

由

来

大

化

の

新

政

に

、

藤

原

鎌

足

と

共

に

中

大

兄

皇

子

に

仕

へ

て

手

柄

を

立

て

た

人

に

、

蘇

我

石

川

麻

呂

と

い

ふ

人

が

あ

る

。

蘇

原

村

の

役

人

と

な

つ

て

来

て

ゐ

た

の

で

、

此

辺

を

元

蘇

我

原

と

い

つ

た

の

が

、

後

に

は

「

我

」

が

抜

け

て

蘇

原

と

い

ふ

様

に

な

つ

た

さ

う

で

あ

る

。

蘇

原

の

加

佐

美

神

社

に

は

此

の

石

川

麻

呂

が

お

祀

り

し

て

あ

る

と

云

ふ

こ

と

で

あ

る

。

⑫

不

破

の

関

関

所

で

有

名

な

徳

川

時

代

の

箱

根

、

平

安

時

代

の

白

河

、

勿

来

で

あ

る

が

、

そ

れ

以

前

で

は

、

伊

勢

の

鈴

鹿

、

越

前

の

愛

発

、

美

濃

の

不

破

が

有

名

で

、

こ

の

三

関

は

、

天

武

天

皇

が

東

國

の

賊

に

備

へ

て

設

け

な

さ

つ

た

も

の

で

あ

る

。

⑬

濃

飛

の

國

府

大

化

の

新

政

で

、

豪

族

の

私

有

し

て

ゐ

た

土

地

人

民

を

公

地
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公

民

と

し

、

國

司

郡

司

の

制

を

定

め

て

お

治

め

に

な

つ

た

。

國

司

の

ゐ

た

所

を

國

府

と

い

つ

た

。

美

濃

の

國

府

は

不

破

郡

の

府

中

村

に

、

飛

騨

の

國

府

は

、

高

山

市

の

岡

本

に

あ

つ

た

。

⑭

那

加

村

の

戸

籍

の

始

大

宝

律

令

で

班

田

収

受

の

法

が

定

ま

る

と

、

諸

國

に

命

じ

て

戸

籍

を

作

ら

せ

な

さ

つ

た

。

此

の

頃

出

来

た

戸

籍

の

一

部

分

が

奈

良

の

正

倉

院

に

残

つ

て

ゐ

る

。

そ

の

中

に

大

宝

二

年

に

出

来

た

各

牟

郡

中

里

の

戸

籍

が

あ

る

。

之

が

那

加

村

の

一

番

古

い

戸

籍

で

あ

ら

う

と

云

わ

れ

て

ゐ

る

。


